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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　歯を洗浄するための流体滴システムにおいて、
　流体の供給源と、
　前記流体から個別の流体滴のストリームを生じさせるための流体滴生成器と、
　選択された口腔面領域を洗浄するために流体滴の前記ストリームを方向決めする部材と
を有し、
　前記流体滴のストリームは、使用者の歯又は周りの組織に対する不快感又は損傷無しに
前記口腔面領域からバイオフィルムを除去する特性によって特徴付けられ、
　前記流体滴は、２０～２５０メートル／秒の範囲の速度、５～２００ミクロンの範囲の
大きさ、及び、流体滴個数１０４～１０９個／秒の範囲の周波数をもつ、システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴の前記速度は、５０～２００メートル
／秒の範囲にある、システム。
【請求項３】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体の流量は、通常の使用時間である２分間
で１００ｍＬよりも少ない、システム。
【請求項４】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体の流量は、通常の使用時間である２分間
で４０ｍＬよりも少ない、システム。
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【請求項５】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴は、これら流体滴の衝撃が損傷無しに
歯垢の除去をもたらすのに充分なエネルギーを持って、選択された領域を通じて分散され
る、システム。
【請求項６】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴は、１ｍｍ２～１ｃｍ２の範囲にある
衝撃の領域を持つ、システム。
【請求項７】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体は水を含む、システム。
【請求項８】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体は口腔の処理のための薬物を含む、シス
テム。
【請求項９】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体はフッ化物を含む、システム。
【請求項１０】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体はマウスウォッシュを含む、システム。
【請求項１１】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴生成器は、ガスが高速で通過移動する
ガス管部材と、流体を前記移動しているガスに導入するための、隣接した流体管部材及び
ポンプ部材を含むアセンブリとを含む、システム。
【請求項１２】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴生成器は、少なくとも１つの小さいノ
ズルと、流体を、前記供給源から前記ノズルを通じて、前記ノズルからの前記流体が分散
して前記流体滴になるような速度で移動させるためのポンプアセンブリとを含む、システ
ム。
【請求項１３】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、前記流体滴生成器は複数の小さいノズルを含む
、システム。
【請求項１４】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴生成器は、圧電部材と、少なくとも１
つの小さいノズルと、流体を前記供給源から前記圧電部材に移動させるためのポンプ部材
とを含み、該ポンプ部材は、動作中、前記流体を、前記ノズルからの前記流体が分散して
流体滴のストリームになるような速度で、前記ノズルを通じて移動させる、システム。
【請求項１５】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴生成器は複数の小さいノズルを含む、
システム。
【請求項１６】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴システムは電動歯ブラシの一部を有し
、流体の前記供給源は前記歯ブラシのハンドル部分内の貯蔵部である、システム。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のシステムにおいて、前記貯蔵部は少なくとも２０ｍＬの容量を持つ
、システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般には、歯を洗浄するのに有用であるが他のアプリケーションにも有用で
ある、流体（液体）ストリームを用いる洗浄システムに関し、より詳細には、流体滴（fl
uid droplets）のストリームを用いる洗浄システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　典型的には水のパルスストリームに関連する、液体ジェット洗浄装置／システムは、よ
く知られており、幾つかの製造業者から販売されている。このような装置は、特にオーラ
ルケアアプリケーションを含む種々の洗浄アプリケーションにおいて用いられている。し
かし、このようなオーラルケア装置は、主に、歯茎のマッサージ及び口のリフレッシュ、
並びに、歯の間からの食べ物のかけらの除去のために有用である。しかし、このような装
置は、歯垢を歯からおとすのには効果がなく、特に、歯垢を歯肉領域又は歯間領域等の届
きにくい領域からおとすのには効果がない。
【０００３】
　歯表面からの歯垢（即ちバイオフィルム）の除去を含む、臨床的有益性を持ついかなる
有意な洗浄を生じさせるにも、使用者に対する大きな不快感及び歯肉への損傷が生じるほ
どの大きさの流体圧が必要とされる。このため、このような装置は、歯の洗浄（歯垢除去
）のためには、又は、必要とされる流体圧が、洗浄されている物又はその周囲に損傷を引
き起こし得る、他のアプリケーションのためには、用いられていない。このような既存の
オーラルケア装置／システムの他の欠点は、用いられる液体（通常は水）が大量であると
いうことであり、このことは、通常、使用者の口（即ち口腔）において快適でない。
【０００４】
　場合によっては、流体のストリームは、霧化されて流体滴の形式にされる。これは、米
国特許第５，８２０，３７３号に説明されている。この特許において説明されている構成
は、特に、流体滴の特性は、歯周ポケットの消毒を生じるように設計されている。このシ
ステムは、歯垢の除去のためには有用でない。霧化プロセスを介して発生される流体滴は
、工業用の洗浄アプリケーションにおいても用いられる。このようなアプリケーションは
、米国特許第６，３３２，４７０号、米国特許第４，９０６，１８７号及び欧州特許第０
７２６７４３号において示されており、これらは全て、空気を用いて水滴（添加物を伴う
場合も伴わない場合もある）を霧化して加速する流体滴噴霧システムを開示する。しかし
、これらの特許は、口腔の組織に不快感及び／又は損傷を引き起こすことの無い洗浄（特
に歯垢の除去）に効果的である流体滴構成を教示しない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、使用者に不快感及び／又は損傷を引き起こすこと無しに、特に届きにくい表面
について、効果的な口腔洗浄（歯垢除去）結果を提供する流体システムを得ることが望ま
れる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　流体の供給源と、前記流体から個別の流体滴のストリームを生じさせるための流体滴生
成器であって、前記流体滴の速度は、２０～２５０メートル／秒の範囲にある、流体滴生
成器と、選択された口腔面領域を洗浄するために流体滴の前記ストリームを方向決めする
部材であって、流体滴の前記ストリームは、更に、使用者の歯又は周りの組織に対する不
快感又は損傷無しに前記口腔面領域からバイオフィルムを除去する特性によって特徴付け
られる、部材とを有する、歯を洗浄するためのシステム及び対応する方法である。
【０００７】
　本発明は、歯を洗浄するための流体滴システムにおいて、流体の供給源と、前記流体か
ら個別の流体滴のストリームを生じさせ、選択された口腔面領域を洗浄するために流体滴
の前記ストリームを方向決めするための、流体滴生成器及び方向決め部材であって、効果
を持つ（effective）流体滴は、５ミクロンを超える直径を持つとともに２０メートル／
秒を超える速度を持ち、前記効果を持つ流体滴は、使用者の歯又は周りの組織に対する不
快感又は損傷無しに前記口腔面領域からバイオフィルムを除去するのに十分な洗浄効果を
発生させる、少なくとも約３×１０３ニュートン・メートル－２の合成の特定運動量（co
mbined specific momentum）を持つ、流体滴生成器及び方向決め部材とを有するシステム
も含む。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明は、洗浄が口腔について特に効果的であり、使用者への不快感又は口腔内の組織
への損傷無しに、歯（歯肉線の下の領域又は歯間領域等の届きにくい領域を含む）からバ
イオフィルム（即ち歯垢）を除去する、一連の流体滴（スプレー）を用いる洗浄システム
に関する。流体滴は、選択された特性を持ち、システム自体が、不快感及び／又は損傷無
しに効果的な洗浄（歯垢除去を含む）の有利な結果を発生させるための、流体滴に対する
特定の動作パラメータを持つ。本発明において、流体滴の小さい大きさは、食べ物の残り
かす及び細菌によって生じるステインが蓄積しがちである、歯の非常に小さい間隙（crev
ices）の効果的な洗浄を生じる。効果的なステインの除去が、本発明の他の有利な結果で
ある。
【０００９】
　これらの特性及び動作パラメータは、特に、流体滴の速度、流体滴の大きさ、及び、流
体滴の周波数（即ち選択された時間内における選択された表面領域への流体滴衝突の数）
を含む。他の特性／パラメータは、中でも、衝撃の角度、流体の粘性及び流体の表面張力
を含む。現在知られていない他の重要な特性もある可能性がある。
【００１０】
　本発明の流体滴スプレーは、比較的大きい領域にエネルギーを分散させ、少数の高エネ
ルギー流体滴が、より大きい領域の所与の小さいスポットに適用されることを許可する。
同量の液体が、続けざまに流体滴が適用される流体滴の集中されたジェットの形式で適用
されたら、流体滴のエネルギーは、より小さい領域（即ちスポット又は線）に集中するこ
とになる。大きすぎるエネルギーが所与のスポットに適用されると、損傷が生じる。液体
を多くの小さい流体滴に分解する（分散させる）ことによって、流体滴の高エネルギーが
、歯垢を除去するのに十分であるが、損傷を引き起こすほどには高くないように、エネル
ギー全体を比較的大きい領域にわたって適用することが可能である。のみ（chisel）のよ
うに、結果を得るためには十分なエネルギーが所与のスポットに加えられなければならな
いが、所望しない損傷を回避するために、必要な打撃回数だけを伴わなければならない。
【００１１】
　一般に、本システムは、スプレー又は広いストリームの形で分散された流体滴の作製と
、所望の速度への流体滴の加速とを伴う。本発明の１つの実施例は、図１中に示される。
図１において、流体１１が、管１２を通じて移動する、速く流れる空気のストリームに導
入される。流体１１は、入口部材１４を通じて管１２に導入される。流体１１（例えば水
）は、ポンプ１６によって入口１４を通じて移動させられる。代替的に、管１２は、水入
口管１４が管１２に合流する位置の前で、物理的に狭くなることができ、これは、空気管
１２におけるより低い圧力の領域を生じ、これは、流体１１を空気管の中に引き入れる。
【００１２】
　流れる空気ストリームへの流体の添加を伴うこのような装置は、in vivoで歯から歯垢
を除去することについて効果的であると示されている。
【００１３】
　動作中、液体（水）１１は、高速移動している空気流と接触すると、流体滴に分解する
。次に、流体滴は、連続的な空気流によって加速され、一般的に、空気流とほぼ同じ速度
に到達し、そして、ノズル１８を通じて管１２から外方向に向けられる。一例では、空気
流は２ｂａｒの圧力下にあるが、これは、これよりも小さくてもよく（即ち１ｂａｒ）、
又は、大きくてもよい（３ｂａｒ又はそれより大きくてもよい）。示される特定の実施例
における管１２は、直径３ｍｍであり、直径約０．７ｍｍで長さ１．５ｍｍの円形のノズ
ルを持つ。１つの実施例では、ピストン型ポンプ１６が、流体を毎分６０ｍＬの速度でポ
ンプ移動するのに用いられる。代替的に、速度は３０ｍＬか又はそれより低くてもよく、
２分間の間に最大６０ｍＬの流体を提供する。上記のノズルは、ノズルから３ｍｍの場所
で幅２ｍｍのスプレーを結果として生じる。他の大きさのノズルが用いられることもでき
る。例えば、０．４ｍｍのノズルが、首尾よく用いられた。
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【００１４】
　上記のように、流体滴の速度は重要な特性である。適切な範囲の速度は、典型的には、
２０ｍ／ｓ～２５０又は３００ｍ／ｓであり、流体滴の大きさ（直径）に応じて、１つの
実施例では、１０ミクロンの流体滴については好適な範囲は７０～１００ｍ／ｓ、１００
ミクロンの流体液については好適な範囲は２０～６０ｍ／ｓである。別の実施例では、速
度は、２０ｍ／ｓより少しだけ大きい。流体滴の大きさは、上記のように重要な特性であ
る。一般的に、流体滴は５ミクロンより大きく、（幾つかの実施例では）好適には１０ミ
クロンより大きく、最大約２００ミクロンである。１つの実施例では、好適な範囲は、１
０～３０ミクロンである。別の実施例では、好適な範囲は５～１００ミクロンである。口
への流体の流量も、ユーザの快適さについて重要であり得る。１つの実施例では、流量は
、１回の洗浄につき２０ｍＬを超えることはない。なぜなら、これは、所与の洗浄の最中
に口に快適に収容可能な流体のおよその量だからである。しかし、流量は１回の洗浄につ
き最高１００ｍＬであることができ、又は、２０ｍＬより幾分大きくともよい（例えば４
０ｍＬ）。別の実施例では、１回の洗浄の最中の口の中の流体の全量は、約６０ｍＬであ
る。更に、流体滴の衝撃の周波数又は速度は、毎秒１０４～１０９個の流体滴の範囲にあ
ってよい。一般的に、このような構成では、歯とノズルの先端（端）との間の少なくとも
３ｍｍ（最大１０ｍｍであり得る）の距離の場所で効果的な洗浄が発生される。
【００１５】
　流体の流体滴への分散は、所望の領域の衝撃を保証するのに重要である。例えば、歯垢
除去のための１つの実施例において、カバーされる領域は、少なくとも１ｍｍ２であるが
、１ｃｍ２よりは大きくない。より小さい領域は、使用者の不快感を生じる可能性がある
一方で、より大きい領域は、より低い効果の結果を生じる。
【００１６】
　一般的に、図１の構成において、洗浄は、空気圧を向上させ、これは、種々の流体滴を
加速させる。流体の流れは、ノズル構成を修正することによっても洗浄のために最適化さ
れることができる。
【００１７】
　図１の実施例は、高速でのガス（空気）の使用を目的とし、空気ストリームに加えられ
る流体を加速させる。図２は、本発明の流体滴洗浄システムの他の実施例を示す。この実
施例は、特に歯ブラシの形で一般に４０で示される。図示した実施例において、複数の小
さいノズル４２（説明の簡単のため、１つしか示されない）は、圧力下で流体がこれらノ
ズルを通じて移動させられると、流体滴を発生させる。歯ブラシのための流体貯蔵部は、
４３で示されて、長さ約１０ｃｍである。バネ４４はピストン４６を駆動させ、示される
実施例においては２ｃｍ２の表面面積を持つ。バネは、一般的な範囲３０～７０ｂａｒ（
最大１００ｂａｒでさえもよい）の圧力を提供するように構成される。貯蔵部４３からの
流体は、歯ブラシのネックにある中空のステム部４８に導かれ、ブラシヘッド５２の複数
のノズルから出される。
【００１８】
　示された実施例において、ブラシヘッドには１０個の別個のノズルがあり、各ノズルは
、１０～５０ミクロン（好適には約２６ミクロン）の範囲の直径を持つ。しかし、ノズル
はこれよりも少なくてもよく（これより多くてもよい）、ノズルは１つであってもよい。
ノズルは、長さ約２００ミクロンである。ノズル４２は、ブラシヘッドと一体化されてお
り、詰まるのを防止するために、ゴム等の可撓性材料でできている。ノズルから出ている
流体は、ノズル自体から近い距離の場所で流体滴のスプレーに分解する。適当な圧力（上
記参照）、２６ミクロンのノズルサイズ及び２００ミクロンのノズル長さで、流体滴は、
３０メートル／秒で（又は別の実施例では少なくとも２０メートル／秒）、２．５Ｍｈｚ
の（周波数）レートで（全１０個のノズルについての合計）ノズルから出る。この実施例
では、（１０個のノズルでの）水量は、約１０ｍＬ／分である。この装置は、ユーザに痛
み又は不快感を引き起こすことの無い効果的な洗浄を提供する。一般的に、摂動（pertur
bation）無しで、流体は、ノズルから短い距離の場所で流体滴に分解する。
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【００１９】
　他の実施例が、ここでも歯ブラシの形で、図３において、一般に６０で示される。本実
施例において、圧電トランスデューサ素子６２（１つの周波数の例は１．５ＭＨｚである
が、他の周波数も可能である）が、歯ブラシのヘッド部６４に配置される。圧電素子の動
作は、流体への高速ポンピング効果を発生させ、圧電素子の前に位置したノズル６６の組
を通じる流体を大きく加速させる。特定の実施例では、１つのノズルしかなくてもよい。
【００２０】
　流体が小さいノズル６６を通じて移動するにつれて、流体は、ノズルプレート６８にお
いて均一な大きさの小さい流体滴に分解する。
【００２１】
　歯ブラシ６０は、ハンドル部分６９に流体のための貯蔵部７０を含み、該貯蔵部７０は
、圧力下にあり、この圧力は、小さいが、流体を貯蔵部７０から流体滴ヘッドに移動させ
るのに充分である。圧電素子の動作は、ノズル６６を通じて流体を加速する。流体がノズ
ル６６を通過させられると、流体は、一般的にノズルの大きさに依存して５０～７００ミ
クロンの範囲内の流体滴に分解する。別の実施例では、例えば、異なった大きさのノズル
で、流体滴の直径の下端は５ミクロンであってよい。
【００２２】
　１つの実施例における流体のための貯蔵部７０は、約２０ｍＬの容量を持ち、これは、
マウスウォッシュ又は洗浄（一般的に２分間）において使用者によって用いられる平均の
量である。他の実施例では、この容量はより大きくともよく、例えば１つの特定の実施例
では６０ｍＬである。上記のように、貯蔵部７０は、流体にノズル６６を通過させるよう
な圧力下にある。流体滴の速度及び他の特性は、他の実施例についてのものと実質的に同
じである。しかし、流体滴の生成は、他の実施例とは異なっている。図２の実施例におけ
るように、貯蔵部７０は、圧力下にあり、流体を圧電素子に送る。
【００２３】
　ここで具体的に説明された実施例及びこれらの変形例以外にも、流体滴を生じさせるた
めの他の実施例が可能であることを理解されたい。例えば、インクジェット技術（従来型
の及び将来のもの）が用いられることができ、流体滴は、周りの圧電素子の収縮によって
毛細管型素子から押し出される。更に、流体は、超音波ソノトロードと接触するように移
動させられることができ、この超音波ソノトロードは、流体を分解して霧にする。
【００２４】
　上記のように、流体滴システムの種々の側面は、洗浄に対する効果、中でも、流体滴の
速度、流体滴の大きさ及び全体的な水流（即ち流体フラックス）に対する効果を持つ。
【００２５】
　図４は、速度が２０～２００メートル／秒（及びそれを超える）で流体滴の大きさが５
～３００ミクロンのときの速度対流体滴の大きさについて、システム動作の効果を示す図
である。低速では、流体滴の大きさの比較的広い範囲にわたって歯茎のマッサージ効果が
発生する。低速では、ゆるく結合したバクテリア、バクテリア生成物及びゆるく結合した
食べ物粒子が、（歯周ポケット及び歯間領域を含む）歯領域から除去される。速度が増加
するとともに、口内の洗浄効果（歯垢除去及びステイン除去を含む）は向上し、更に増加
すると損傷が起こり、その後、ユーザにとって大きな不快感が起こる。流体滴の大きさも
、速度ほどではないが、洗浄に対する効果を持つ。ここでも、上記のように、他の因子（
角度、距離、流量及び全体的な流体滴レート（周波数）を含む）も、洗浄への大きな効果
を持つ可能性がある。
【００２６】
　流体滴システム構成において用いられる流体は、異なるものであってよく、水、又は、
種々の化学溶液（種々のマウスウォッシュ溶液、抗菌溶液、フッ化物、減感剤、ホワイト
ニング溶液及び他の流体（例えば他の有益なオーラルケア合成物又は化合物）を含む）と
組み合わせた水を含む。気泡／固体粒子も流体滴に含まれうる。システムは、届きにくい
口腔領域並びに歯列矯正及びデンタルインプラントの洗浄に用いられることができる。更
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に、本システムは歯ブラシに関連して具体的に開示され、特に、使用者への不快感無しに
、届きにくい領域における歯垢の除去の結果に至る（これは既知のウォータージェット又
は流体滴の装置ではこれまで達成されていないことである）が、本発明は、他の洗浄アプ
リケーションのためにも用いられることができる。これらは、ホームケア、皿洗い、洗濯
及びステイン除去における種々の表面を含む。これらの装置において、活性な洗浄化合物
又は研磨剤が、異なった洗浄効果のために水に追加されることができる。
【００２７】
　流体滴のスプレー中の「効果を持つ」流体滴（「効果を持つ」流体滴は、直径５ミクロ
ンより大きく、２０メートル／秒を超える速度で移動する流体滴として定義される）の「
特定運動量」（下で定義される）は、使用者の歯又は周りの口内組織に対する不快感又は
損傷を生じさせることのない歯の洗浄（歯間及び歯肉縁下の洗浄を含む）に関する重要な
因子であることが分かった。「効果を持つ」流体滴は、安全で効果的な洗浄を生じる、ス
プレー中の全ての流体滴のサブセットである。ここで、「特定運動量」は、口腔（口又は
歯）表面に接触するスプレー（ここでこのスプレーは口腔面に対して移動しない）につい
て、単位時間あたりの単位表面積あたりの全ての効果を持つ流体滴の運動量の合計の時間
平均として定義され、ニュートン・メートル－２で表される。口腔面と接触するスプレー
の面積は、スプレーの合計の時間平均の衝突（衝撃）面積として定義される。上記の特別
な定義は、流体滴システムのパルスモード動作の場合について一般化されるように理解さ
れるべきである。
【００２８】
　種々の流体の可能性が上記で議論された。更に、本システムにおける流体滴直径の範囲
も上記で議論され、流体滴速度の範囲も議論された。
【００２９】
　しかし、一般的に、「特定運動量」が考慮されるとき、「効果を持つ」流体滴が直径５
ミクロンを超え、このような流体滴の速度が少なくとも２０メートル／秒であり、好適に
は少なくとも３０メートル／秒であることが好ましい。効果を持つ流体滴の全ての（単位
面積あたり、単位時間当たりの）運動量の合計が、安全で効果的な洗浄のために必要な特
定運動量と同じかそれより大きい限り、効果を持つ流体滴の直径及び速度は個々に異なる
ことができる。一般的に、水又は類似した流体等（種々のマウスウォッシュを含む）の流
体について、全ての効果的な流体滴の合成特定運動量は、損傷／不快感が起こり始めるま
でに、１０ニュートン・メートル－２から少なくとも３×１０５ニュートン・メートル－

２より大きく、これより更に大きい可能性もある。より好適には、この範囲は、１００ニ
ュートン・メートル－２から少なくとも３×１０４ニュートン・メートル－２であり、最
も好適な（最小）閾値は３×１０３ニュートン・メートル－２である。流体滴スプレー中
の前記効果を持つ流体滴の組についてのこれらの範囲の運動量は、使用者の歯／歯茎への
不快感又は損傷のない歯間及び歯肉線（歯肉縁下）洗浄を含む効果的な洗浄を提供する。
【００３０】
　「効果を持つ」流体滴の「特定運動量」の重要性は、口腔洗浄に対する、個々の効果を
持つ流体滴及び効果を持つ流体滴の組全体の、大きさ（体積）及び速度の相互依存性を示
す。
【００３１】
　更に、上述の、効果を持つ流体滴の特定運動量の範囲及び閾値は、低圧及び高圧流体滴
システムについて効果的であり、更に、ガス補助（gas-assisted）（及び非ガス補助）シ
ステムについても効果的である。ガス補助システムは、本発明の出願人の所有に係る同時
係属中の出願において説明されている。
【００３２】
　上記の効果のある流体滴の特定運動量の閾値は、通常２分間である洗浄中の口中の流体
滴スプレーの６０ｍＬより少ない全体積によって、効果的で安全な洗浄を生じる。
【００３３】
　従って、歯垢の洗浄を歯茎のマッサージ及び口腔の全体的なリフレッシュと組み合わせ
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た、完全で総合的なオーラルケア装置及び方法として特に効果的である洗浄システムが開
示された。
【００３４】
　好適な実施例が説明のために開示されたが、請求の範囲によって規定される本発明の精
神から逸脱することなく、このような実施例において、種々の変更、修正及び置換がなさ
れることができることは理解される。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】高速の空気のストリームを用いて本発明の洗浄システムにおいて流体滴を生じさ
せるための１つの実施例を示す簡略図を示す。
【図２】複数のノズル装置を用いる本発明の他の実施例を示す立面図であり、流体が圧力
下でノズルを通じて押し出されている。
【図３】圧電流体滴生成システムを用いる本発明の他の実施例である。
【図４】一方の軸において流体滴速度を、他方の軸において流体滴の大きさ（直径）を、
示すグラフである。

【図１】 【図２】
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